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令和４年７月羽島市教育委員会定例会会議録

令和４年７月２８日、令和４年７月羽島市教育委員会定例会を羽島市役所本庁舎３

階３０２会議室において開いた。

議事日程

日程第１ 会議録署名委員の指名について

日程第２ 報第１３号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告について

日程第３ ※議第４５号 令和５年度使用小・中学校用教科用図書の岐阜地区採択に

ついて

日程第４ ※報第１２号 令和４年度準要保護児童生徒の追加認定の報告について

日程第５ その他

１ 各課の事業進捗状況

（※印は秘密会で開催）

本日の会議に付した議事

議事日程に同じ

出席者

教育長（議長） 森 嘉 長

教育委員 黒 田 淳

教育委員 今 枝 甫

教育委員 春 日 民 奈

教育委員 今井田 裕 子

説明のため出席した職員の職氏名

事務局長 今井田 明 弘

事務局次長兼教育政策課長 小 川 隆 正

学校教育課長

兼教育支援センター長 南 部 浩 一

西部幼稚園長 安 藤 賢 治

北部学校給食センター所長 豊 田 崇 宏

南部学校給食センター所長 竹 内 弘 明

生涯学習課長 岩 田 睦 巳

図 書 館 長 番 重 宗

スポーツ推進課長補佐 柴 田 達 生

午後１時２０分開議

日 程 発言者 発 言 の 要 旨

教育長挨拶 教育長

・ 夏季休業期間におけるコロナ対策の徹底について。

・ ７月５日に開催された羽島市いじめ防止専門委員会にお

ける専門委員の意見について。

  ⑴ 認知件数のピークが、中学校 1年生から小学校高学

年に移っていることについての対応をすべきである。



  ⑵ 子どもは悩みや不安があってもなかなか親や家族

に言えない、という状況がある。

  ⑶ 過激なゲームで暴力性や攻撃性を身に着けてしま

っている子どももいる。

  ⑷ 子ども自らが心の成長を自覚する等、ポジティブな

側面を大切にすべきである。

開 会 議長

出席委員が定足数に達しているので令和４年７月羽島市教

育委員会定例会の開会を宣言する。

議第４５号及び報第１２号について秘密会としたい旨述べ、

委員の発言を求める。（各委員から異議なしの声あり。）

異議がないので議第４５号及び報第１２号を秘密会とする

ことが承認された旨述べる。

日程第１ 議長 本日の会議録署名委員に今枝委員を指名する。

日程第２ 議長 報第１３号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 【教育政策課長】

以下の後援事業の申請者、目的、事業開催内容等を説明

する。

（２０２２年岐阜県発明くふう展、２０２２年羽島市発明

くふう展、スコーレ生きがい講座、初心者向き健康ボウリ

ング教室、加賀屋流仕事の楽しさ発見術）

【学校教育課長】

以下の後援事業の申請者、目的、事業開催内容等を説明

する。

（火災予防ポスター作品展、子ども運動チャレンジ教室～

運動が苦手な子、集まれ！！～、テニス祭り、第６３回岐

阜地区ふれあい教育展、小学生のためのお仕事ノート２０

２２年度羽島市版）

議長 委員の発言を求める。（各委員から次の通り発言、確認あり。

適宜職員等が次の通り説明し、了解を得る。）

【今井田委員】

 ⑴ 小学生のためのお仕事ノートについて、２０社の仕事

を記載するとのことだが、記載内容及び使用予定の教科

は。

（事務局）

・ 小学生向けであり、羽島市を本社とする企業につ

いて、平易な表現で記載されている。

使用教科は社会科、総合的な学習の時間等を想定

している。

 ⑵ ピースロード（旧統一教会関係）の後援の状況は。 

（事務局）

・ 令和３、４年度を確認したが後援はしていない。

宗教や政治色が感じられる講演等については、非

常に慎重に判断をしている。



発言が出尽くしたので日程第２ 報第１３号の報告を終え

る旨述べる。

日程第３ 議長 議第４５号を議題とし、秘密会で行う旨述べる。（以下日程

第３及び第４は秘密会）

日程第４ 議長 報第１２号を議題とする旨述べる。

日程第５ 議長 秘密会を解き、各課の事業進捗状況の説明を求める。

【説明】 【教育政策課長】

特になし。

【学校教育課長】

 ⑴ 新型コロナウィルス感染症の状況について

感染者数の増加を受け、保護者へ、家庭での感染対策

状況の確認や感染対策の実施をメールでお願いしてい

る。

 ⑵ いじめの状況について 

６月２９日から７月２０日の期間に報告があった事

例は、児童５件、生徒３件の合計８件である。

 ⑶ 不登校の状況について 

６月に７日以上欠席した児童生徒数は、小学校・前期

課程で２５名、中学校・後期課程で７３名となっており、

増加傾向にある。

 ⑷ 学校事故・交通事故の状況について 

交通事故はなし。

学校事故は３件。転倒して腰を打撲した、水泳で過呼

吸になった、椅子の上から転倒した際に左目の上を机に

ぶつけて出血し、切り傷の縫合処置を受けた。

・ 夏季休業、キッズウィーク、冬季休業について

それぞれの休業期間を報告した。

夏季休業：７月２１日（木）～８月２２日（月）

キッズウィーク：１０月８日（土）～１０月１２日（水）

冬季休業：１２月２７日（火）～１月９日（月）

議長 夏季休業とキッズウィークに関し、キッズウィークを導入し

たことにより夏期休業が短くなったことや、昨今の酷暑等を

鑑み、校長会から夏季休業を少し長くして欲しいとの要望が

出ていることについて、委員の発言を求める。

（各委員から次の通り発言、確認あり。適宜職員等が説明し、

了解を得る。）

【春日委員】

周囲の保護者は、キッズウィーク期間には仕事を休み

辛いようで、キッズウィークにあまり肯定的ではない。

８月下旬はまだ暑いので、登下校時の熱中症が心配で

ある。



【今枝委員】

８月下旬の暑い中に授業を行っても児童等の集中

力は持続するのか疑問がある。

学校管理規則で可能であるなら、校長に裁量を認めて

もよいのではないか。裁量を認めても授業日数が従来ど

おり確保されれば、学力の面からの問題はないと思う。

（事務局）

・ 学校管理規則には、休業日が指定されているため、

管理規則を改正しない限り、校長に裁量を認めるこ

とはできない。

【黒田委員】

キッズウィークは経済産業省が提唱したもので、あま

り定着しているようには感じられないが、制度化するこ

とが義務づけられているのか。

義務化されていないのであれば、暑さ対策として、キ

ッズウィークを減らして夏休みを増やす等の対応も可

能となる。

（事務局）

・ 普通教室にエアコンを導入したことが夏休みを短

くした理由の一つだが、特別教室の一部や体育館に

は設置されておらず暑さに対応しきれていない面

はある。

【今井田委員】

・ 低学年児童は熱中症アラートが出るような日中に

下校するため、余計に心配である。活動しやすい１

０月に授業日を動かしたほうがよいのではないか。

キッズウィークに関する発言が出尽くしたので、他に発言を

求める。（各委員から発言なし。）

発言がないため、進捗の報告に戻る。

【説明】 【西部幼稚園長】

特になし。

【北部給食センター長、南部給食センター長】

特になし。

【生涯学習課長】

 ⑴ 協議会、イベントについて

・ 羽島シティカレッジ（７月５日開催）

受講者は５名。

・ 青少年健全育成大会（７月１６日開催）

参加者は７２名。

・ 社会人権教育推進協議会（７月２６日開催）

令和５年度より施行される、次期人権施策推進指針

の策定に向けて意見を聴取。



 ⑵ 不二竹鼻町屋ギャラリーについて

・ 「はしま☆こどもびじゅつかん」（７月２３日から

８月５日まで開催）

２７日までの５日間で、１３９名来館。

【図書館長】

・ 来館者数等について

６月の来館者数は９，３５２名、貸出数は２万２，５

７０冊で、貸出数のうち電子書籍は１０８冊である。

【スポーツ推進課長補佐】

・ コロナウイルス感染症対策について

７月１５日および２７日に、総合型地域スポーツクラ

ブやスポーツ少年団宛てに周知を行った。

議長 【教育長】

 ⑴ 電子書籍の貸出数が少ないように感じるがどうか。

（事務局）

・ 電子書籍の利用登録者数が少ないからだと思料す

る。各小中学校等へポスターの掲示依頼等でＰＲを

継続していく。

通常の蔵書は約２３万冊あるが、電子書籍は約２

千冊で、その中でも電子に親しんだ若い世代が読み

たい本は重なっている。今後も冊数の増加を図って

いく。

 ⑵ 新聞に羽島市と同志社大学文化遺産情報科学調査研

究センターが協定を結んだという記事が掲載されたの

で紹介する。

これは、ＶＲやＡＲを活用した学習活動に関する協定

であり、昨年、正木小学校が京都・奈良の修学旅行前に、

神社仏閣や古墳についてＶＲで事前学習をしたことに

関わって、市内のいくつかの学校でそれを導入し、事前

学習等に活かすということで協定を結んだものである。

委員の発言を求める。（各委員から発言なし。）

発言がないので日程第５ 各課の事業進捗状況の説明を終

える旨述べる。

閉会 議長 以上で本日の議事日程は全て終了したので、令和４年７月羽

島市教育委員会定例会の閉会を宣言する。



午後２時５０分 閉会

上記会議の大要を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。

令和４年７月２８日

教育長 森 嘉 長

委 員 今 枝 甫


